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イベント概要 

 

[企業名]  コムチュア株式会社  

 

[企業 ID]  3844 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2026 年 3 月期 第 3 四半期 決算説明会  

 

[決算期]  2026 年度 第 3 四半期  

 

[日程]   2026 年 2 月 12 日  

 

[ページ数]  21 

  

[時間]   11:00 – 11:31 

（合計：31 分、登壇：18 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役 社長執行役員  澤田 千尋（以下、澤田） 

常務執行役員（コーポレートコミュニケーション担当）   

亀井 貴裕（以下、亀井）  
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登壇 

 

亀井：本日はお忙しい中ご参加いただきまして、ありがとうございます。先日 2 月 6 日に発表いた

しました、2026 年 3 月期第 3 四半期決算説明会を開催いたします。 

澤田社長、よろしくお願いいたします。 

 

澤田：皆様、こんにちは。コムチュアの代表取締役社長執行役員の澤田でございます。ただ今よ

り、2026 年 3 月期第 3 四半期決算についてご説明いたします。 

まずは、決算概要についてです。2026 年 3 月期第 3 四半期における当社グループの業績は、16 期

連続の増収となり、売上高、四半期純利益は過去最高を更新いたしました。 

売上高は 280 億 4,100 万円、前期比で 4.4%増となり、営業利益は 31 億 6,700 万円、前期比で

2.2%減となりました。四半期純利益は 21 億 3,900 万円、前期比で 1.6%増となりました。企業の

本業での収益力を示す EBITDA は 36 億 4,600 万円、前期比で 0.6%増となりました。 
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次に、決算のポイントについてご説明いたします。売上高は 4.4%の増収でした。この要因につい

てご説明いたします。プラスの要因の一つ目は、データマネジメントビジネス、AI 基盤構築ビジ

ネスが伸長したことによるものです。二つ目は、Microsoft や ServiceNow ビジネスが伸長したこ

とによるものです。マイナスの要因の一つ目は、大型のクラウドコンサルティング案件の 2 次フェ

ーズの再開の遅れによるものです。二つ目は PM 人材を中心としたリソース不足によるものです。 

営業利益は 2.2%の減益でした。この要因についてご説明いたします。プラスの要因の一つ目は、

ヒューマンインタラクティブテクノロジー社のグループ化に伴う利益の増加です。二つ目は間接部

門の業務効率化に伴う、外部委託費の縮小によるものです。マイナスの要因の一つ目は、事業部門

における社員数の増加と、昇給に伴う労務費の増加によるものです。二つ目は、オフィスの賃借料

や設備関連の費用の増加によるものです。 
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具体的な金額の内訳はスライドのとおりです。M&A や社員数の増加といった事業の拡大に伴い、

売上高、および利益が増加した一方、昇給や人員の増加に伴う労務費の増加が、コストの主な増加

要因となりました。その結果、営業利益は前期比で 7,000 万円の減益となりました。 

 

次に、事業区分別の業績はご覧のスライドのとおりです。 
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クラウドソリューション事業の売上高は 68 億 7,600 万円で、前期比 0.1%減。売上総利益が 14 億

7,200 万円で、前期比 2.3%減となりました。ヒューマンインタラクティブテクノロジー（HIT）社

の業績寄与や成長領域が伸長した一方、一部の案件の遅れや凍結、PM 人材を中心としたリソース

不足により、減収減益となりました。今後は Microsoft 社との連携や、Salesforce の新規領域への

取組み、業種特化型ビジネスの拡充などを通じて、ビジネスを拡大してまいります。 
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デジタルソリューション事業の売上高は 42 億 6,900 万円で、前期比 13.8%増。売上総利益が 8 億

2,800 万円で、前期比 4.0%減となりました。データ分析やデータマネジメント領域でのプライム

の大型案件の受注が発生した一方、営業機会の増加に伴うエンジニアの提案活動工数の一時的な増

加や、新入社員の育成強化に伴う有償化の遅れが発生し、増収減益となりました。今後はベンダー

との協業による案件発掘の強化や金融業向け案件の横展開、AWS 領域の拡大などに注力してまい

ります。 

 

ビジネスソリューション事業の売上高は 107 億 2,200 万円で、前期比 6.3%増。売上総利益が 23

億 900 万円で、前期比 1.0%増となりました。社内のシステム刷新を優先して対応した一方、金融

業向けのビジネスの拡大や SAP の周辺開発の継続的な伸長により、増収増益となりました。今後

は SAP HANA の大型開発案件や、SAP からの移行ビジネス、金融関連のクロスセル提案や全銀ネ

ット接続案件などを通じて、ビジネスを拡大してまいります。 
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プラットフォーム・運用サービス事業の売上高は 47 億 700 万円で、前期比 0.7%減。売上総利益

が 7 億 4,200 万円で、前期比 15.3%減となりました。システム運用業務のアウトソーシングや、セ

キュリティサポートなどの需要が増加した一方、遠隔監視サービスの体制の見直しや官公庁向け案

件の 2 次フェーズの立ち上がり遅れにより、減収減益となりました。今後は伊藤忠商事や大手コン

サル会社との業務連携、官公庁向け案件の再開などにより、売上高の回復を目指します。 
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デジタルラーニング事業の売上高は 14 億 6,600 万円で、前期比 4.5%増。売上総利益が 4 億 2,500

万円で、前期比 0.8%減となりました。Microsoft が提供する生成 AI 関連の研修の需要増加や、新

入社員研修の受講者数の増加、提供コースの拡大の一方、Salesforce や ServiceNow 関連のオープ

ン研修の開催数が減少し、増収減益となりました。今後は AI 関連の研修コースの拡充や、

Microsoft 研修コースの販路の拡大などに注力してまいります。 

 

続いて、当社の人的資本投資についてご説明いたします。当社では持続的な成長を実現するため、

積極的な人的資本投資を継続して実施しています。これは足元の業績においてはコストの増加とは

なりますが、当社では KPI と連動した戦略的な投資として位置づけております。 
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今取り組んでいる重点施策はご覧のスライドのとおりで、人的資本投資を中心に施策を進めていま

す。 

 

個別の進捗状況についてご説明いたします。採用を中心とした人材確保は、新卒採用、キャリア採

用、協力会社の活用の三つを柱として取り組んでいます。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

10 
 

新卒採用は、近年の定着率の高さを踏まえて採用計画を変更し、より基準を厳選した採用活動を行

っています。今後は AI の活用による業務変革も鑑みて、来期以降の採用活動の見直しも検討して

います。 

キャリア採用は、社員紹介によるリファラル採用や、紹介会社との連携強化に取り組み、計画に対

し順調に進捗しています。 

社員で不足する部分は、協力会社との連携を強化します。委託数は前期比で 2.1%の増加にとどま

りましたが、コアパートナーを中心に改めて連携強化に努めてまいります。 

 

社員の待遇改善にも、継続的に取り組んでいます。ご覧のとおり、当社は他社に先駆けた積極的な

昇給を実施してまいりました。退職率は前期と比較すると上昇傾向にありますが、前期に実施した

人事制度の改定や従業員エンゲージメント向上施策の効果検証、強化を継続しながら、今後も社員

の待遇改善への投資を継続し、優秀な人材の定着と活躍を支える環境づくりに取り組んでまいりま

す。 
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さて、次に今期 2026 年 3 月期の業績予想についてご説明いたします。業績予想についてはご覧の

とおり、前回公表値から変更はありません。引き続き、事業の動向を注視しながら、着実に取組み

を進めてまいります。 

 

事業区分別の業績予想は、ご覧のスライドのとおりとなります。こちらも前回公表値から変更はあ

りません。 
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これらの目標に向け、第 4 四半期、および来期以降の売上拡大と収益性改善に向けた短期、中期、

長期の施策を段階的に進めています。 

 

新卒社員の有償化は 12 月末時点で約 95%でした。第 4 四半期は大型案件の本格化などにより、さ

らに有償化が進む見通しです。今期の新卒採用を厳選して行った分、来期はキャリア採用や PM 育

成を優先し、収益性の改善に注力する予定です。 

伊藤忠商事との連携では SAP、Salesforce、ServiceNow 領域で協業を継続し、複合型大型案件へ

の共同提案も具体的に進行しています。今後は SaaS、コンサルティング、データマネジメント領

域などにおいて、協業を加速してまいります。 

クロスセルによる営業活動では、アプローチ先を拡大し、第 3 四半期では 6 億円分の案件創出を実

現しました。引き続き、グループの主要ユーザへの展開を進め、下期において 10 億円規模の新規

案件創出を目指します。 

中期的には、来期につながるビジネス基盤の強化を進めます。AI 基盤構築ビジネスでは、AWS 社

と連携し、ユーザ向けに生成 AI 活用の実証や内製化支援のサービスを提供しました。今後はイン

フラ設計やドキュメント作成の生産性向上に加え、AI 駆動開発までビジネス範囲を拡大します。 

AI 駆動開発については、社内でも導入を進めています。Salesforce や kintone 開発で実証実験を

完了し、最大 90%の生産性向上を確認しました。今後は実案件での検証を進め、全社展開とナレ

ッジ共有を加速します。 
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ヒューマンインタラクティブテクノロジー（HIT）社とのシナジー効果は、営業面で具現化してお

り、第 3 四半期までに新規案件 23 件を創出しています。引き続き AI や Microsoft Azure、IT コン

サルティングの領域での案件創出を推進するとともに、AI のナレッジやサービスをグループ全体

に展開します。 

金融機関向け AI ビジネスにおいては、第 2 四半期に受注した中国銀行様の営業 DX 案件を足がか

りに拡大を図ります。同様の課題を抱える全国の地方銀行へ積極的に横展開を進め、デジタル推進

ビジネスを強化します。 

PM 育成では第 3 四半期までに初級、中級の人材育成が進捗し、上級 PM を育成する基盤となるす

そ野を広げることができました。今期の上級 PM 育成は 30 名規模を見込んでおりますが、中期経

営計画にのっとり、高度な実践力を持つ人材の育成にまい進していきます。 

最後に、長期的な成長のための M&A 戦略についてです。当社では常に複数のパイプラインを保持

し、事業シナジーなどの観点から厳選して検討を進めています。中期経営計画の 3 カ年では、累計

で 50 億円から 120 億円の投資を想定し、事業ポートフォリオを強化します。 

これらの施策により、短期的な収益改善から中期的な AI・デジタル領域の拡大、そして長期的な

事業基盤強化まで、持続的な成長を実現してまいります。 
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個別の施策の遂行に加え、これからの AI 時代に向けて、新たな成長収益モデルに対しての事業転

換を進めております。現在の当社のビジネスは図の中心にあるシステムの開発・構築がボリューム

ゾーンとなっています。AI 時代においては、この領域は効率化、生産性向上を進めてまいりま

す。そしてより上流工程となるコンサル・設計の領域や、継続的な収益が期待される運用・保守領

域をさらに拡大させていく方針です。 

AI で効率化できる部分はしっかり効率化し、より上流、より広い領域の拡大につなげることで、

時代に合わせた新たな収益モデルを確立してまいります。 

ご説明は以上となります。今後ともご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。ご清聴あ

りがとうございました。  
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亀井：澤田社長、ありがとうございました。 

最後に澤田社長から、ご参加の皆様に一言お願いいたします。 

澤田：本日はご参加いただき、誠にありがとうございます。 

第 3 四半期累計までの業績につきましては、営業減益という結果となり、決して満足できる内容で

はないと受け止めております。その主な要因としては、これまで継続的に社員の給与水準を引き上

げてきた一方で、そのコスト増加分を十分に価格へ転嫁できていない点が大きいと考えておりま

す。現在は、短期的な対応として、単価交渉や稼働率の向上など、収益性の改善や価格転嫁に注力

しております。 

また、中期的には、AI 時代を見据えた事業モデルの転換にも取り組んでおります。情報サービス

産業全体が大きな変革期を迎える中で、当社としてもしっかりと方向性を見定め、短期的には業績

の改善を図るとともに、中期的な成長に向けた仕込みを着実に進めている状況です。 

引き続き、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

亀井：澤田社長、ありがとうございました。以上で説明会を終了させていただきます。 

ご参加いただいた皆様、どうもありがとうございました。 

澤田：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 
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